
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    日本研修報告 彩雲基金担当 湘南日本中国友好協会副理事長 上野篤志 
  

 今年４月１５日(土)、藤沢市の友好都市である昆明市の雲南民族大学において第８回彩雲基金日本語スピ

ーチコンテストが行われました。このコンテストは、雲南日本語教育研究会と各大学の代表で構成される

彩雲基金日本語スピーチコンテスト実行委員会の主催、雲南民族大学・湘南日本中国友好協会・昆明市人

民対外友好協会の共催、在重慶日本国領事館の後援によるもので、日本語を学ぶ雲南省の６大学(雲南大学、

雲南師範大学、雲南民族大学、雲南大学滇池学院、雲南大学旅遊文化学院、雲南師範大学文理学院)の学生

を対象としています。湘南日本中国友好協会からは大縫副会長、春名理事長、上野理事が彩雲基金を代表

して参加いたしました。 

 雲南省６大学から選抜された１２名の学生によるこのスピーチコンテストにおいて、見事激戦を制した

のは、雲南民族大学３年の陳麗娜さん(優勝)と雲南師範大学２年の張鶴耀さん(準優勝)でした。お二人は優

勝・準優勝の副賞として、一週間の日本研修旅行に招待されました。 

 

7 月 16 日 初めての日本へ 
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 ７月１６日(日)夜、昆明から羽田空港に到着した陳麗娜さんと

張鶴耀さんは湘南日本中国友好協会の出迎えを受け、藤沢市内のホ

ームステイ先(陳さんは増田隆之宅、張さんは吉岡英樹宅)に向かい

ました。 

 ７月１７日(月)は鵠沼海岸の聶耳記念碑を参拝し、藤沢市、中国

大使館の関係者や市民とともに午前９時半からの碑前祭に参加し

ました。その後、西浜海水浴場と新江ノ島水族館の見学、江の島の

散策をしました。 

 午後６時から市民会館において鈴木藤沢市長や増田商工会議所

会頭も出席して盛大に歓迎会が開催されました。この歓迎会で陳さ

んと張さんはスピーチコンテストで発表したスピーチを、それぞれ

素晴らしく流暢な日本語で披露し満場の拍手を受けました。出席し

た市民との交流も活発に行われました。 

 

 

「湘南日中ニュース」題字のデザインは 

鳥居ジュアンさんに作成いただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月１８日(火)は午前１０時から多摩大学グローバルスタデ

ィーズ学部(藤沢市円行802)を訪問し、安田震一学部長自らキャ

ンパスの案内をしていただきました。多摩大学と雲南民族大学と

は６月２８日に、国際的視点に立った相互交流と協力を通じて教

育の発展を進める協定を締結したばかりで、藤沢市に所在する大

学として雲南省昆明市の大学と積極的な学生交流が進められる

ことが期待されています。午後からは多摩大学の学生たちとの意

見交流の場も設けられました。 

 多摩大学キャンパス交流の後、藤沢駅から江ノ島電鉄に乗車

し、中国でも非常に人気の高い県立鎌倉高校駅付近の湘南海岸を

散策しました。しかし生憎の雷雨に見舞われ、予定していた長谷

寺などの名勝を回れなかったことが残念でした。その後、鎌倉駅

から小町通りを見て歩き、鎌倉市今泉にある木村宅を訪問しまし

た。ここで木村明光先生の指導の下、日本の茶道のお点前と華道

を体験しました。また夕食会では湘南日本中国友好協会の会員と

の交流をしました。 

 ７月１９日(水)は午前９時から藤沢市役所に鈴木市長を表敬

訪問し、彩雲基金日本語スピーチコンテスト等の報告をいたしま

した。 

 その後東京に向かい、はとバスによる都内観光により見聞を拡

げました。また午後２時半からは国立劇場で開催されている第９

２回歌舞伎鑑賞教室に入場し、板東亀蔵さんによる「歌舞伎のみ

かた」の解説を聞いた後、鬼一法眼三略巻のうち「一條大蔵譚」

を鑑賞しました。歌舞伎は能楽や文楽と並び、ユネスコにより「人

類の無形文化遺産の代表的な項目」に記載されている世界に誇る

べき日本の文化遺産です。陳さんと張さんは日本文化の粋に触れ

る貴重な経験をしたことと思います。 

 ７月２０日(木)は午前８時半から藤沢商工会議所に増田会頭

を表敬訪問し、彩雲基金日本語スピーチコンテスト等の報告をい

たしました。 

 その後齋藤県会議員の案内で神奈川県庁を訪問し、日本の地方

自治制度や県議会のしくみなどについて勉強しました。さらに明

治時代の歴史的建造物や中華街などを見学しました。 

 

 

 

7 月 17 日 江の島の海へ入る 
海を見るのも初めて、 

   その海に入って感激。 

 

7 月 18 日 多摩大学交流 

 
7 月 18 日 木村さん宅で華道体験 

 

7 月 19 日 藤沢市長表敬訪問 
この後東京見物へ出かけました。 

 
7 月 20 日 増田会頭表敬訪問 

陳麗娜さんは増田会頭宅へホームステイしました 

 
7 月 20 日 横浜見学 
神奈川県庁を訪問 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月２１日(金)は一日箱根を観光しました。強羅からケーブル

カーとロープウエイに乗って桃源台まで行き、そこから見上げる

日本一の山・富士山はとても美しい姿でした。海賊船で芦ノ湖周

遊を楽しみ、美術館なども見学しました。一番印象的だったのが

箱根の温泉でした。大きな湯船にたくさんの人たちが一緒に入る

温泉は、二人にとって一種のカルチャーショックだったようで

す。日本人の温泉文化について多くのことを学べたのではないか

と思います。 

 ７月２２日(土)はホストファミリーとの自由行動の日にしま

した。連日外出しての日本研修でしたので、最後の日だけはホス

トファミリーとゆっくり過ごしていただきました。なお、この日

は夕方から藤沢駅周辺で「遊行の盆」が盛大に行われており、二

人は盆踊りなどを見学したり、踊りにも加わったりしました。 

 ７月２３日(日)早朝、陳さんと張さんは湘南日本中国友好協会

の人たちに見送られて藤沢を後にしました。昆明空港に無事帰国

した二人から御礼のメールが届いています。 

 

 結びになりますが、今回の日本研修旅行にあたり、関係各位か

ら多大なご協力を頂いたことにこの場を借りて厚く御礼申し上

げます。 また、彩雲基金日本語スピーチコンテストが、昆明の

学生にとって日本語学習を促進する一助となるに止まらず、日本

を知り理解する格好の機会となり、藤沢市と昆明市、また日本 

と中国の友好関係の発展のために着実に成果を上げていること 

を確信しております。これからも日中の若い世代の交流が回を重

ねるごとに深く広がっていくことを期待して止みません。 

                彩雲基金担当 上野篤志 

 

 

7 月 21 日 箱根観光-大涌谷 

 

7 月 21 日 箱根観光-芦ノ湖 

 

7 月 22 日遊行の盆-増田代表ご夫妻と 

陳 麗娜さんとの1 週間  
とても素直で可愛く、賢いお嬢さんでした。 

あの猛暑の中、日本紹介・山盛りの過密スケジュールを案じてい 

ましたが、やはり若さでしょう、無事帰国しましたとのメールに 

安堵いたしました。 

インターネットの普及や友人からの情報で日本の知識は多くあ 

り、やはり若いお嬢さんの一番の関心は衣服で、女子高校生の制 

服がかわいいと。日頃はインターネットで洋服を買い求めている 

ようですが、今夏日本で流行しているロングのシャツを買ったと 

ご満悦。納豆と卵かけご飯の要望があり挑戦しましたが、納豆は 

中国にも同じようなものがあると、口にはしたものの「ちょっとくさい！」、しらすご飯に変更。卵か

けご飯は思った程ではない様で、焼き鮭と海苔を加えて一件落着。慌ただしくも毎日楽しいことばかり、

このままずっと日本にいたいと、ふと、もらしたこともありました。 

帰国の朝「お父さん風邪ひいたの？」「ちょっと声が変！」「お母さん足大丈夫？」前日声を使い過ぎた

主人と夜、足を捻挫した私に優しく細かい気遣いをしてくれました。そうそう、突然の雨に見舞われた

鎌倉散策の日、我家の猫に「お土産」と猫の豆本を買ってきてくれました。 

この 1 週間、本当に献身的に彼らとともに行動された、春名さん上野さんはじめ湘南日中友好協会

の方々に尊敬の念を抱きます。ほんの一部の日本ですが、 

自分の目で見て感じた今の気持ちを忘れずにさらに勉強 

に励み、社会人となって、日中友好の担い手として活躍 

してくれれば良いと思います。貴重な体験をさせていた 

だきありがとうございました。      増田隆子 

張鶴耀さんのホストファミリー吉岡さんか

らも陳さん張さんの感想文を楽しく読みまし

たとの感想メールが届いています。増田さん、

吉岡さんホームステイを引き受けていただき

本当にありがとうございました。 事務局 



 
 

 
陈丽娜さんの感想文 
日本にいた一週間は短かったですが、今まで見たことがなかった風景を見られ 

たのは幸せでした。江の島の風景はとても美しく、自分がずっと憧れている日本 

のドラマのシーンにいるような感じでした。そして、東京のはとバス観光、新宿 

の夜景、箱根で見た富士山などたくさんのところが強く印象に残りました。 

また、今度の研修旅行は単なる旅行ではなく、日本文化も体験することができま 

した。その中で驚いたことは、温泉に入る時、みんなは裸身で入っても平気だと 

いうことです。このようなことは、以前の私にとって完全に考えられないことで 

したが、挑戦してみると、自分にとって貴重な経験になったと思います。 

ホームステイする間に、奥さんは味噌汁を食べる方法や浴衣の歩き方など教え 

てくださったので、日本人の日常生活を深く知ることができました。平仮名の起 

源と象形文字を教えてくださったので、文字についての面白さを感じました。象 

形文字がますます好きになりました。 

実は、日本に行く前に、ホームステイしたことがなかったので、心細かったです。失礼なことをしてはい

けないと少し緊張していました。しかし、増田ご夫妻と一緒に過ごしてから、心強くなりました。１７日の

歓迎会が終わったあと、増田ご夫妻と一緒にデニーズで食事したとき、「もし食べられなかったらどうしよ

う」と聞くと、「大丈夫よ、お父さんがいるから」と答えました。その瞬間、私は外国にいたんですが、家

族がそばにいるような暖かさを感じました。 

しかし、その一方で、毎朝、朝ご飯を食べながらテレビでニュースを見ている時、あることがとても気に

なりました。それはほとんど中国に関するニュースはマイナスの面を強調されていたということです。実は、

中国で放送している日本に関するニュースも同じ状況です。ですから、日中交流はマスコミの影響を受けて

しまうと思います。今回の研修旅行を通して、以前インターネットでしか見ることができなかった日本を実

際に体験できたことは本当に貴重でした。ですから、私はもっと多くの日本の方が中国にいらっしゃって、

本当の中国を体験して欲しいと願っています。そうしたら、もっと多くの日本人が、中国をより深く理解す

ることができると思います。私も多くの中国人に、日本に行って、実際の日本を見ることをすすめたいと思

います。日中友好のために頑張りたいと思います。 

最後に、ホストファミリーの増田ご夫妻、そして湘南日本中国友好協会の皆様方、誠にありがとうござい

ました。 

 

張鶴耀さんの感想文 

今回、彩雲基金日本語スピーチコンテストに参加して準優勝になり、日本に 

研修旅行に行って、たくさんの貴重な経験をすることができました。日本、 

それは私が小さい頃から、ずっと憧れの気持ちと共に耳にしていた言葉です。 

日本に行くことはずっと私の夢でしたが、夢が実現するのはもっとずっと先の 

ことだと思っていました。それがこんなに早く叶ったのは支援してくださった 

たくさんの方々のおかげです。 

7月 16日夜、少しトラブルがあったけれど、無事日本に到着しました。飛 

行機の中で「日本まであと何分」というアナウンスを耳にして、もうすぐ日本 

だと考えるだけで胸の高鳴りがずっと収まらず、口元が緩んでニコニコしてい 

ました。空港には春名さん、上野さん、岡部さんが迎えに来てくださっていま 

した。本当は結構時間がかかったはずなのに、飛行機を降りてから電車の駅を出るまではあっという間でし

た。駅を出ると、滞在中お世話になるホストファミリーの方が迎えに来てくださっていました。はじめての

日本、はじめてのホームステイ、緊張しているのか、ワクワクしているのか、自分でもわからないほど興奮

していました。 

ホストファミリーのお宅のご長男は今はアメリカ留学中で、日本にいるのは中学 1 年生の妹さんだけで

した。私には姉しかいませんが、もし妹を持つのならこんな妹がいいと思うような可愛い妹さんでした。 

今回の研修旅行のスケジュールはとても盛りだくさんで、忙しいけれど、その分、とても充実したもので

した。17日、朝は聶耳碑前祭に参加しました。いろんな人々が聶耳先生に哀悼の意を表してくださいまし

 

陳麗娜さん 

 

張鶴耀さん 



た。式の後、私たちは江ノ島の砂浜を歩いてその美しい風景を目に焼き付けました。驚いたことに江ノ島の

砂は黒の砂でした。鉄の成分が含まれているからだと聞きました。江ノ島水族館と江ノ島を存分に体験しま

した。塔の上から眺める風景は本当に最高でした。 

夜は藤沢市民会館で私たちの歓迎会をしていただき、たくさんの方が盛大に迎えてくださいました。歓迎会

の席で、昆明で日本語スピーチコンテストをしているように、藤沢で中国語スピーチコンテストを行っては

どうかと、多摩大学の学部長が提案されました。もし本当に実現できて、私たちが藤沢を訪問しているよう

に、日本の大学生が昆明を訪問してくれたら、すばらしいことだと思いました。 

18 日、朝は多摩大学へ伺いました。学内を案内してもらったあとで、学生さんたちと交流しました。綺

麗な中国語を話せる学生さんがたくさんいて、日本で中国語を学習している学生がいることを知り、感激し

ました。そして、同時になんだかとても奇妙な感じでした。 

午後は江ノ電で鎌倉に行き、スラムダンクの名シーンにある場所も見ました。その日は凄い雷が鳴り、観

光している間に停電したりもしました。雷の音の大きさにびっくりしました。夜は木村先生のお宅で華道と

茶道を体験させていただき、美味しい晩御飯も頂きました。 

19 日、藤沢市市長を表敬訪問。生まれて初めてそんな高い役職の方にお会いしました。お忙しい中、誠

にありがとうございました。 

その後、この日は東京観光でした。観光バスに乗って、東京を見て回りました。東京タワーも見えました。 

それから、東京の国立劇場に行って、歌舞伎を堪能しました。ガイドイヤホンがあってもあまりよくわかり

ませんでしたが、その場の雰囲気は確かに伝わってきました。 

20 日、朝は彩雲基金増田代表表敬訪問し、その後は横浜観光でした。まず有名な横浜中華街に行きまし

た。そこで食べ放題の中華料理を食べました。雲南と比べるとあんまり辛くありませんでしたが、とても美

味しかったです。それから買い物の時間です。中国の友達に色々頼まれていたので、買うものがいっぱいで

大変でした。午後、日本の回転寿司を食べました。昆明にも回転寿司はありますが、こんなに美味しいのは

はじめてでした。 

21 日、この日は箱根観光でした。朝早く電車に乗って行きました。春名さんのご友人、洋画家の広川さ

んが案内してくださいました。ありがとうございました。 

ケーブルカー、ロープウェイ、海賊船も乗りました。とてもいい眺めでした。午後は寄木細工の体験をしま

した。自分のコースターを作りました。そして、黄昏の時、今日の目玉である箱根温泉を体験しました。素

晴らしかったです。 

22 日、この旅行最後の日、そして自由行動の一日でした。最初は自分一人でまた東京に行くつもりでし

たが、さすがにちょっと遠過ぎるから、お母さんとパパさんがとても心配されたので、湘南台駅と藤沢駅の

周辺を回ることにしました。 

湘南台駅前には漫画喫茶がありました。一人で入って、満喫しました。お昼はパパさんと一緒にそばを食べ

ました。美味！！ 

午後は藤沢駅で買い物して過ごしました。そして夜、遊行の盆があり、皆さんと一緒に参加しました。賑や

かで、最高でした。最後の時、自分も踊りの列に参加しました。踊り方は全然わかりませんでしたが、それ

でも楽しかったです。 

23 日、この旅もこれで終わり、皆さんともお別れです。一週間、本当にお世話になりました。私にとっ

ては初めての日本でした。でも、これだけでは終わらない、これからも、もっと日本語を精進して、2度目

3度目の来日の機会が持てるように頑張りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

7 月 22 日最終日 遊行の盆で踊る 

 

7 月 17 日初日 聶耳碑前祭参拝 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「湘南日中ニュース」の原稿送付は 

春名理事長まで＜自宅＞ 

〒252-0802 藤沢市高倉 2656-2  春名康夫 

TEL・兼 FAX ０４６６－４３－０２２６ 

E-mail harunay@jcom.home.ne.jp 

携帯 ０９０－２２１６－１０８０ 

 

2017.7.8 第一回理事会 
藤沢市市民活動推進センター・フリースペース 

「日本と中国」の新聞は購読希望者のみ実費負担
とすることとし会費改訂します。 
入会金  \1,000円  現状どおり 
会費   日本人   \5,000 円 
     外国出身者 \3,000 円 
     法人    \8,000 円 
     家族    \8,000 円 
「日本と中国」新聞購読料＋\2,000 円(送料込み)  
「日本と中国」の新聞は８月１日より新聞購読料払
込の方のみにお送りします。 
□会計取り扱い 
 振込専用口座－手数料がかかりません。 

  藤沢郵便局 振替口座 00270-2-112030 

  湘南日本中国友好協会 

 銀行振込 

 横浜銀行 藤沢中央支店普通口座 618-1093016 

  湘南日本中国友好協会 平中 恭子 

 

 

2017 年度の活動が開始しましたが第一回の理

事会を開催しました。理事会は原則毎月第 3土曜日

を予定しています。藤沢市市民活動推進センターで

開催します。 

今回は総会決議の再確認と彩雲基金・日本研修受

け入れの内容について協議しました。 

 

 

 

既に総会でもお知らせしておりますが 2017

年 11月 4日に日本語教室「かわせみ」10 周年

のつどいを行います。湘南日中会員の皆さんも参

加申し込みください。・参加費；\2,000円 

・申込み；メール、電話、FAX 等で 9 月 10 日

までに事務局春名まで申し込みください。 

 

 

 

彩雲基金の受付中  基金は常時受け付けてお

ります。ご協力宜しくお願い致します。 

横浜銀行辻堂支店（普通預金）1603294「彩雲

基金会計岡部初子」または ゆうちょ銀行 00230

‐2‐47875「彩雲基金」 

募金額 法人一口一万円 個人一口千円（原則三口

以上） 

 

2017.7.27「姉妹都市・友好都市との交流を深
める市民の会」総会-藤沢商工会議所 

ご挨拶の増田会長 

7月 27日藤沢商工会議所において「姉妹都市・

友好都市との交流を深める市民の会」総会・懇親会

が開催されました。今年度事業等承認されました。 

 現在会員数は 172名。会費は個人￥1,000円で

す。入会いただける方は事務局まで連絡ください。

藤沢商工会議所でも常時受け付けています。 

 

 


